
 

この事業に参加するメリット 

 

令和４年度参加事業者の声 

 

SDGsを経営に取り入れるメリット 

★ 自社の理念や目標に共感する従業員の採用・定着を強化できます。 

★ 顧客や取引先など社外からの信頼が向上します。 

★ 地域や社会にとって「なくてはならない企業」として認知され、本業の持続的な成長を強く後押しし、

結果として収益性も向上します。 

★ 本格的な SDGs/ESG 経営を、中小企業でも可能となるシンプルな方法で実行できます。 

★ 自社の経営計画がすでにある場合、その計画を未来志向で発展・強化させることができます。 

★ SDGs/ESG 経営について効果的に情報発信するための助言も受けられます。 

★ 板橋区オリジナルのツールを使い、SDGs/ESG 経営のノウハウを持つ中小企業診断士の 

伴走支援を受け、楽しみながら計画策定を進めることができます。 

本事業を修了した企業は 

☆ 区ホームページや事例集（リーフレット）などで取組を紹介します！

（右の画像は令和４年度の事例集です）。 

☆ 令和６年度以降、板橋区制度融資ご利用時、 

利子補給優遇加算が受けられます！ 

 具体的に何を目指し、取り組めば良いのか、良き羅針盤となった。 

 対面やリモートを組み合わせ頂き、重要な時に訪問にて対応して頂き助かった。 

 SDGs の考え方を学び、またそれらを日々の業務に落とし込むことができた。 

 長期的な視点で計画を策定することを学び、方向性を再認識できた。 

 とても良い取り組みなので、ますますの仲間づくりを期待！ 

などなど… 

SDGs/ESG 経営を自社で進めたい区内中小企業のみなさま必見‼ 

詳しくはこちら 



 

事業の流れ 

 

 

＜お問い合わせ＞板橋区役所 産業振興課 

177-0042 東京都板橋区板橋 2-65-6 情報処理センター5階 

 TEL 03-3579-2172 ／ E-Ｍail  kb-ssyuro@city.itabashi.tokyo.jp 

事業概要 

 

説明会開催情報

 

 

◆対象企業  区内に事業所のある中小企業者 １５社程度（先着順） 

◆申込方法  参加申込書（区所定様式）を窓口または電子メールでご提出ください 

◆募集期間  令和５年８月末まで随時受付（対象企業数に到達次第終了） 

この事業に参加するには、まず下記の「説明会」にお申込みください！！ 

事業の趣旨や具体的な内容、スケジュールなどをご案内するために説明会を 

開催します。原則、経営者または役員の方がご参加下さい(1 企業３名まで) 

※事前申込が必要です。 

【説明会申込方法】 

 最下部の＜お問い合わせ＞に記載された電話番号またはメールアドレスまで  

「企業名、参加希望日、参加者のお名前、役職、人数、日中つながる連絡先」 

をご連絡ください。 

【講 師】 

（一社）板橋中小企業診断士協会所属 中小企業診断士 加藤 弘之樹 氏 

講師略歴：電子機器メーカーにて８年間 CSR・SDGs・ESG 経営の企画推進リーダーを経験、 
     現在は全国の中小企業へ、持続可能な経営・事業計画等の策定と実行を支援。支援実績多数あり。 

★説明会にご都合が合わない方は、個別での相談・説明も可能です。 

ご希望の方はご連絡ください。（原則 ZOOM） 

６月28日(水)14時～16時 

ハイライフプラザ 

7 月 19 日(水)14時～16時 

ハイライフプラザ 

 

8 月 2日(水)14 時～16時 

ハイライフプラザ 

 

経営計画策定から 

その後のフォローまで 

中小企業診断士が丁寧に

サポートします！ 

項目 内  容 

説明会 
事業の趣旨や具体的な内容、スケジュールなどをご案内します。 

※原則、説明会に参加した企業が本事業に参加申込することができます 

申込み 区所定様式の参加申込書を窓口またはメールで提出します 

ヒアリング 参加申込した企業の代表者に、専門家によるヒアリングを実施します 

参加決定 ヒアリング後、約２週間以内に、本事業への参加の可否を決定し通知します 

伴走支援 

各企業を担当する専門家が伴走し、経営計画の策定を強力に支援します。 
１か月に１回程度、専門家が企業を訪問し、経営や事業を見直し、 
経営計画に SDGs/ESG の視点を取り入れるための助言や提案を 
行います（約６回程度） 

レビュー 
ESG 経営の第１歩として、SDGs 経営の PDCA サイクルを体感していただき

ます 

修了 本事業の一連の活動を修了した企業に修了証を発行します 

フォローアップ 策定した計画の取組状況などをフォローアップするため、企業を訪問します 

 


